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富士山を

世界遺産に
Mission Mt.Fuji-The Road to the World Heritage

　日本富士山協会では恒例となりました「第３回富士山一周ドリームウォーク」の参加

者を募集しています。

　富士山麓を一周する約１９３kmのコースを、１２回（１２ヶ月）に分け１回当たり約１

６kmを歩いて1年で一周します。四季折々の富士山や周辺の風景・町並みを眺めながら歩

き、歴史や文化に触れましょう。参加者の多くの方は一周完歩を目指しますが、好きなコ

ースや、好きな季節だけ１回の参加も可能です。

■料　金　　各回２５００円～３５００円 (河口湖駅発)

■問合先　　日本富士山協会（富士山ウォーキングフェスティバル事務局）TEL　２２－５１７５

■開催日・及び各月歩行コース

第1ステージ １３日（土）、１６日（火） 約１９km

約１６km

約１４km

約１４km

約１４km

約１３km

約１９km

約１４km

約１６km

約１４km

約２０km

約２０km

三嶋大社 → 原地区センター

原地区センター → 富士市中央公園

富士市中央公園 → 富士山本宮浅間大社

富士山本宮浅間大社 → 下の坊

下の坊 → 田貫湖

田貫湖 → 道の駅あさぎり高原

道の駅あさぎり高原 → 鳴沢氷穴

鳴沢氷穴 → 河口湖大池公園

河口湖大池公園 → 山中湖花の都公園

山中湖花の都公園 → 須走富士浅間神社

須走富士浅間神社 → 御殿場高原・時之栖

御殿場高原・時之栖 → 三嶋大社

  ３日（土）、  ６日（火）

１日（土）、  ４日（火）

１２日（土）、１５日（火）

２日（土）、  ５日（火）

１日（土）、  ４日（火）

５日（土）、  ８日（火）

１０日（土）、１３日（火）

７日（土）、１０日（火）

５日（土）、  ８日（火）

２日（土）、  ５日（火）

６日（土）、  ９日（火）

第２ステージ

第３ステージ

第４ステージ

第５ステージ

第６ステージ

第７ステージ

第８ステージ

第９ステージ

第１０ステージ

第１１ステージ

第１２ステージ

２００７　１０月

２００８　  １月

１１月

１２月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

ステージ 実施月 実施日 スタート/ゴール（予定） 歩行距離

「第３回富士山一周ドリームウォ－ク」参加者募集中！

富士河口湖町ふるさとガイドの会自主研修会
東富士宝永山ハイキング参加者募集!!
富士河口湖町ふるさとガイドの会自主研修会
東富士宝永山ハイキング参加者募集!!
富士河口湖町ふるさとガイドの会自主研修会
東富士宝永山ハイキング参加者募集!!
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■
利
用
時
間
　
毎
日
午
後
７
時
～
午
後
11
時

■
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
お
か
け
の
場
合
は
、
０
５
５
（
２ 

 

　
　
２
６
）
３
３
６
９
へ
（
く
れ
ぐ
れ
も
番
号
を
お
間
違
え

　
　
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

■
対
応
者
　
小
児
医
療
に
精
通
し
た
看
護
師

■
相
談
内
容
　
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
関
す
る
相
談（
発
熱
、

　
　
　
　
　
　
下
痢
、
嘔
吐
、
ひ
き
つ
け
な
ど
）

　
※
慢
性
疾
患
や
育
児
相
談
な
ど
、
急
を

　
　
要
し
な
い
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
※
電
話
で
の
助
言
で
す
。
電
話
に
よ
る

　
　
診
断
、
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
※
電
話
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
簡
潔

　
　
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
※
話
し
中
の
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
少
し
時
間
を

　
　
お
い
て
か
ら
、
お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。

　
※
明
ら
か
に
救
急
を
要
す
る
急
病
の
場
合
は
、
医
療
機
関

　
　
ま
た
は
１
１
９
番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
：
山
梨
県
庁
医
務
課

　
　
　
　
　
　
電
　
話
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
０

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
６

　　
人
も
動
物
も
「
命
あ
る
も
の
」
で
す
。
飼
い
始
め
た
ら
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
を
そ
そ
ぎ
、
最
後
ま
で
面
倒
を
見
ま
し

ょ
う
。

○
飼
育
す
る
基
本

・
糞
の
放
置
、犬
の
放
し
飼
い
等
、他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。

・
去
勢
や
不
妊
手
術
を
し
て
、
飼
え
な
い
子
を
増
や
さ
な
い
。

・
迷
子
に
な
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
連
絡
先
を
書
い
た
名
札 

　を
つ
け
る
。

【
動
物
愛
護
週
間
】
９
月
20
日
～
26
日

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
気

持
ち
で
ペ
ッ
ト
の
一
日
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
助
成
対
象
者
の
所
得
制
限
額
と
治
療

対
象
回
数
が
変
わ
り
ま
し
た
。

○
所
得
制
限
額
（
夫
婦
の
合
計
所
得
）

　
６
５
０
万
円
未
満
↓
７
３
０
万
円
未
満

○
治
療
対
象
回
数
　
年
１
回
↓
２
回

　
他
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
、
手
続
き
は
随
時
保
健
福
祉

事
務
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
、
山
梨
県
富
士
・
東
部
地
区
に
住

　
所
を
有
し
て
い
る
。

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
。

・
特
定
不
妊
治
療
以
外
に
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
又
は
、

　
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦

【
対
象
と
な
る
治
療
等
】

・
体
外
受
精
又
は
顕
微
授
精

・
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
受
け
た
治
療
（
県

　
内
3
、
県
外
21
機
関
）

【
助
成
額
等
】

・
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
10
万
円

・
通
算
５
年
間

※
他
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
管
轄
保
健
所
へ
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
健
康
支
援
課
　
℡
0
5
5
5-
24-

9
0
3
4

■
日
　
時
　
９
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
　

■
講
　
師
　
山
梨
大
学
准
教
授
　
栗
田
真
司
さ
ん
　

■
内
　
容
　
第
２
回
「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！
　“
み
ん
な
が

　
さ
ん
か
く
の
ま
ち
づ
く
り
”
」
み
ん
な
が
参
画
で
き
る

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら

　
よ
い
か
、
具
体
的
に
学
び
あ
い
ま
す
。

■
対
　
象
　
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
、

　
　
　
　
　
市
町
村
プ
ラ
ン
推
進
委
員
、
行
政
担
当
者
他

■
日
　
時
　
９
月
22
日
（
日
）・
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分
　

■
講
　
師
　
塚
原
ゆ
き
恵
さ
ん
（
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
・

　
　
　
　
　
リ
ト
ミ
ッ
ク
音
楽
教
育
研
究
所
に
て
免
許
取
得
）

■
内
　
容
　
親
子
で
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
、楽
器
を
な
ら
し
、

　
音
楽
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
豊
か
な
情

　
操
を
育
む
た
め
に
、
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
未
就
学
児
（
２
歳
～
）
と
保
護
者
　
30
名

■
日
　
時
　
９
月
26
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
講
　
師
　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
富
士
吉
田
店

■
内
　
容
　
携
帯
電
話
の
基
本
的
な
使
い
方
か
ら
メ
ー
ル
の

　
送
受
信
、
電
話
帳
の
操
作
方
法
、
災
害
時
等
で
の
活
用
方
法

　
な
ど
を
や
さ
し
く
教
え
ま
す
。
前
回
の
講
座
は
、
わ
か
り
や

　
す
い
と
好
評
で
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

■
対
　
象
　
携
帯
電
話
初
心
者
　
15
名

■
参
加
費
　
無
料
（
要
申
し
込
み
。
３
日
前
ま
で
。
）

■
持
ち
物
　
携
帯
電
話
。
無
い
方
は
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
会
場
は
、
講
座
の
実
施
場
所
は
い
づ
れ
も
「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」

　
で
す
。
ま
た
、
ど
の
講
座
も
託
児
あ
り
（
未
就
学
児
）
。
３
日

　
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
企
画
担
当
　
　
菊
池
（
都
留
市
中
央
）
　

　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
　
0
5
5
4-

45-

1
6
6
6
　

　
　
　
　
　
　
　
F
A
X
　
0
5
5
4-

45-

1
6
6
3

動
物
愛
護
に
つ
い
て

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

「
み
ん
な
が
さ
ん
か
く
の
ま
ち
づ
く
り
～
プ
ラ
ン

　
推
進
の
ノ
ウ
ハ
ウ
教
え
ま
す
～
」

「
親
子
で
ふ
れ
あ
う
　
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
講
座
」

　
～
昨
年
好
評
の
続
講
座
で
す
～

携
帯
電
話
は
難
し
い
で
す
か
？

　
ぴ
ゅ
あ
富
士
「
か
ん
た
ん
携
帯
電
話
」
講
座

山
梨
県
小
児
救
急
電
話
相
談
が

　
　
８
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

山
梨
県
小
児
救
急
電
話
相
談
が

　
　
８
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ
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山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

『働く未来を考える』

１０月１日 現在で平成１９年

就業構造基本調査を実施します
調査の対象となった世帯には、統計調査員が伺い

ますので、ご協力をお願いします。

総務省・山梨県・富士河口湖町

　
９
月
に
も
な
る
と
空
の
色
も
青
さ
を
増
し
、
秋
の
爽
や
か
さ
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
月
は
澄
み
渡
る
青
い
空
を
象
徴
す

る
宝
石
、
サ
フ
ァ
イ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
サ
フ
ァ
イ
ア
】
（
青
玉
）

象
徴
す
る
言
葉:

【
慈
愛
、
誠
実
、
徳
望
】

硬
度:

９

比
重:3.90

～4.OO

届
折
率:1,760-1,768

　
　
　
　
～1,770-1,779

化
学
式:AI.O

。

結
晶
系:

六
方
晶
系

主
産
地:

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

　
　
　 

ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

　
サ
フ
ァ
イ
ア
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
次
い
で
硬
い
鉱
物
コ
ラ
ン
ダ
ム

に
属
し
、
赤
を
ル
ビ
ー
、
赤
以
外
の
す
べ
て
の
色
を
サ
フ
ァ
イ
ア
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
パ
パ
ラ
チ
ヤ
は
ト
パ
ー
ズ

に
似
た
色
で
す
が
、
こ
れ
も
サ
フ
ァ
イ
ア
で
す
。
成
分
は
酸
化
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
の
結
晶
で
、
純
粋
な
も
の
は
白
、
こ
れ
に
何
ら
か
の
異
成

分
が
混
入
す
る
と
様
々
な
色
合
い
が
醸
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
に
言
う
藍
色
の
サ
フ
ァ
イ
ア
は
酸
化
鉄
と
酸
化
チ
タ
ン
の

含
有
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ア
は
カ
ボ
ッ

シ
ョ
ン
形
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
六
条
の
光
り
を
放
ち
ま
す
が
、
こ
れ

は
無
数
の
絹
糸
状
に
内
包
さ
れ
た
酸
化
チ
タ
ン
の
結
晶
で
あ
る
ル
チ

ル
に
垂
直
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
ア
ス
テ
リ
ズ
ム
効

果
で
す
。
現
在
、
最
も
重
要
な
産
地
と
さ
れ
る
の
は
タ
イ
の
バ
ッ
タ

ン
バ
ン
で
す
が
、
こ
こ
で
は
専
ら
川
底
や
砂
地
を
さ
ら
い
、
水
で
洗

っ
て
原
石
を
採
取
し
て
い
ま
す
。
最
高
の
色
と
さ
れ
る
の
は
イ
ン
ド
、

カ
シ
ミ
ー
ル
産
の
コ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー(

矢
車
草)

色
や
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

(

旧
ビ
ル
マ)

産
の
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
で
す
が
、
い
ず
れ
も
産
出
量
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
サ
フ
ァ
イ
ア
の
歴
史
は
東
洋
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
他
の
宝
石
と

同
様
に
様
々
な
伝
説
、
俗
信
に
満
ち
て
い
ま
す
。
古
代
ペ
ル
シ
ャ
人

は
、
大
地
は
サ
フ
ァ
イ
ア
の
上
に
あ
り
、
空
の
色
は
サ
フ
ァ
イ
ア
の

色
が
映
っ
て
青
い
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
モ
ー
ゼ
の
十
戒
は
神

に
よ
っ
て
サ
フ
ァ
イ
ア
に
刻
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
中
世
に
は
不
純

で
邪
悪
な
も
の
を
遠
ざ
け
る
と
し
て
最
も
聖
職
者
に
ふ
さ
わ
し
い
宝

石
と
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
身
に
つ
け
る
と
病
気
や
魔
よ
け
に

な
り
、
毒
蛇
の
毒
を
消
し
災
い
を
防
ぐ
と
信
じ
ら
れ
、
粉
末
に
し
て

実
際
に
薬
と
し
て
飲
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
眼
病
に
利
く

と
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
イ
ワ
ン
雷
帝
は
勇
気
と
力
を
貯
え
、
視
力
が
回

復
す
る
と
し
て
愛
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ー
・

サ
フ
ァ
イ
ア
は
幸
運
を
も
た
ら
す
お
守
り
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

 
世
界
的
に
有
名
な
サ
フ
ァ
イ
ア
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博

物
館
所
蔵
の
「
イ
ン
ド
の
星
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
ス
リ

ラ
ン
カ
産
で
ス
タ
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ア
と
し
て
は
世
界
最
大

(563.35ct)
で
す
。
同
じ
く
ス
リ
ラ
ン
カ
産
の
「
東
洋
の
青
い
巨
人

」
は
、
ブ
ル
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ア
と
し
て
世
界
最
大(486ct)

で
、
現
在
日
本

の
あ
る
個
人
が
所
有
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

 

日
本
に
お
い
て
は
鉱
物
マ
ニ
ア
に
よ
っ
て
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
を
除
く
、
ほ

と
ん
ど
の
宝
石
が
採
取
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
サ
フ
ァ
イ
ア
な
ど
の
コ
ラ
ン
ダ
ム

鉱
物
は
不
純
物
が
多
く
、
低
品
質
の
も

の
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
人
工
サ
フ

イ
ア
の
生
産
は
盛
ん
で
あ
り
、
天
然
石

以
上
に
美
し
い
人
工
宝
石
を
生
み
出
し
、

工
業
用
と
し
て
腕
時
計
の
表
示
盤
カ
バ

ー
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。


